
STEPねっとわーく 2019　秋号14 STEPねっとわーく 2019　秋号 15

写真１　抄紙風景

写真２　完成製品

ア）絵手紙用、納経帖用 イ）シール用（裏面糊付け後加工）の
四方耳付き和紙

（左から反応染料,試験混合,処理水） （処理前グラニュール,処理後グラニュール）

四方に長繊維の耳を有する和紙の連続生産技術の開発研究

事業活動の紹介

②平成３０年度産学共同研究開発支援事業の成果報告

【内外典具帖紙株式会社の研究開発成果】

　平成３０年度の産学共同研究開発支援事業で助成決定しました４社のうち本号では、内外典具帖紙株式会社（いの
町）と株式会社愛研化工機（松山市）の成果を報告いたします。

研究開発テーマ名

平成３０年１１月 ～ 令和元年８月実 施 期 間

内外典具帖紙株式会社企  業  名

高知県工業技術センター　主任研究員　堀川 晃玄共 同 研 究 機 関

四方に耳を持つ紙は手漉きに近い方法でしか作ることが出来ないため、大量生産が出来ない。
そこで、本研究ではコウゾ等の長繊維を用いて形成材料やその形状や寸法など製造工程の最適化条
件の確立を図ることで、抄紙機による長繊維を使った四方耳付き和紙の連続生産技術を開発する。

　今まで四方耳付き和紙は手漉き紙でハガキサイズなら4枚あるいはそれより多少広いサイズでし
か販売されておらず、高価であり入手しにくいため、消費者からは普段使い出来る和紙が求められて
いる。

　今回、最適な不透水素材の選定、抄紙条件等
を検討することで、手漉きと同じような四方に美し
い耳付きの連続した和紙を機械により量産するこ
とに成功した。

　又シートから紙を剥がすとき耳の美しさを保ちながら最も剥がしやすい和紙が完成した。

　今回の成果を基に今後は、安価で量販可能な商品としてハガキ、コピー用紙、表彰状等それぞれ
大きさや厚みの異なる商品。更に、シールタイプ、それに加えシールの裏に糊付け加工されたもの又
表彰状タイプ等様々な商品への展開が可能と期待している。

研 究 開 発 概 要

研 究 開 発 成 果

※排水量445（m3/日）、CH4濃度78％、発電効率0.35とする
※上記、排水量は高濃度排水と染色排水を混合した混合水

写真1　【第一回目処理試験、色度処理状況】

表1【第一回目および第二回目の処理結果（EGSB処理のみ）】

今治タオルを支える繊維染色工場から排水される染色排水脱色技術開発

【株式会社愛研化工機の研究開発成果】

【トピック】

研究開発テーマ名

平成３０年９月 ～ 平成３１年３月実 施 期 間

株式会社愛研化工機企  業  名

愛媛県産業技術研究所繊維産業技術センター、西染工株式会社共 同 研 究 機 関

　繊維業界における染色排水課題は炭素繊維による吸着・分解処理技術、微生物による分解処理
技術等、様々な方法で試みられてきたが、コスト面により実用化に至っていない。そこで、今回、新たに
「①嫌気性微生物（グラニュール）による脱色」、「②嫌気処理で得られるエネルギー（メタンガス）を使
用した物理化学処理」及び「①、②を複合化させた低コスト脱色技術開発」に取り組む。

　これまで膨張汚泥床（EGSB）処理は生物阻害物質を含む染色排水には適用されてこなかったが、
当事業で染色排水を対象にどの程度のエネルギー回収が可能かを検証した結果、染色着色排水の
なかでも試験的に採取した高濃度排水（反応染料、精練、糊付け等）について最大6～7割程度の脱
色効果とエネルギー回収率を得られることが確認できた。

　また、EGSB処理で発生するメタンガスを回収し、大量のエネルギーを必要とする物理処理のエネ
ルギー源とすることで、液中プラズマなど色度除去効果の高い物理処理への適用が可能となること
が判明した。この結果を踏まえ、エネルギー回収効率最適化を行い、高エネルギー消費が課題とされ
てきた液中プラズマによる染色排水処理の実用化を目指すこととなった。

株式会社愛研化工機は、染色排水脱色技術の実用化に向けた取り組みとして、本研究結果を基に、NEDOの
2019年度「新エネルギー等のシーズ発掘・事業化に向けた技術研究会開発事業」のフェーズB（基礎研究：委託
事業費7,500万円内）に応募し、採択されました。

研 究 開 発 概 要

研 究 開 発 成 果

第一回
H30.9

原水CODcr
（mg/l）

2910

3390

処理CODcr
（mg/l）

900

1338

除去負荷量
（kg/日）

894.5

913.1

CH4発生量
（Nm3/日）

393.6

401.8

電力発生量
（kW/日）

1068

1091

色　度

1900
↓
600
3500
↓
3200

第二回
H30.12


